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、橋梁等建設物に塗布された塗料の剥離等作業を請け負う者は

作業前に塗布されている塗料中の鉛 クロム等の有害な化学物、

質の有無およびその含有量を把握し 労働安全衛生法等に基づ、

く対策の必要性を確認する通達が 厚生労働省から発行されて、

いますがご存じでしょうか？

<把握が必要となる主な有害物質とその試験方法>

調査対象物質 試験方法(含有量)

鉛含有量 ＪＩＳ Ｋ ５６７４ 附属書Ａ

クロム含有量 ＪＩＳ Ｋ ５６７４ 附属書Ｂ

ＰＣＢ含有量 特別管理一般廃棄物及び特別管理産業廃棄

物に係わる基準の検定方法

（ ）平成４年７月３日厚生省告示第１９２号

塗膜試料を採取する際には 塗膜成分が不明で有害物の含有が懸念さ、

れるため 「鉛中毒予防規則」と「特定化学物質障害予防規則」に基づ、

き 「鉛作業主任者」と「特定化学物質作業主任者」の両者を配置す、

ることが望ましいとともに 含有が確認された場合 塗膜剥離作業方法、 、

。等の見直しが必要となる場合があります

お問い合わせは下記担当者まで

①有害物質の含有試験および廃棄物の関する法律(廃掃法)に基づ

く産業廃棄物(溶出試験)等の分析について

環境分析課 加藤雅士、城所 亨、池田博一、入野一人

②局所排気装置の設置･届出、労働安全衛生法等について

対策エンジ課 尾崎克年、渡邊大輔
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１．背景

防錆を目的 鋼製の橋梁には鉛やクロム使用された塗料が使用され 昭和48年以前に製造、 、

されていた塗料には 重防錆塗装用途でPCBが含まれていると言われ 近年これら塗料を使、 、

用した橋梁が経年劣化による老朽化に伴ない 塗料の剥離やかき落とし作業が多くなって、

。おります

これら作業の増加を踏まえ 厚生労働省より平成26年5月30日に「鉛等有害物を含有する、

塗料の剥離やかき落とし作業における労働者の健康障害防止について」の通達が発行され

。ました

２．主な対応すべき内容

１）塗料の剥離等の作業業務を発注する者

橋梁等建設物に塗布された塗料の剥離等作業を発注する者は 塗布されている塗料の、

、 、 、鉛 クロム等の有害な化学物質の有無について把握し 情報を施工者に伝えるとともに

塗料中の有害物質の調査やばく露防止対策について必要な経費を配慮しなければいけ

。ません

２）塗料の剥離等の作業を請け負う事業者

①業務を発注する者に対し 橋梁等に塗布された塗料の成分(SDS等)の提示を求め 労働、 、

。安全衛生法等の関係法令に基づく対策の必要性を確認します

また 塗料履歴が不明の場合には 実際に塗膜中の有害物質物質の含有量試験を行な、 、

。います

②塗料に有害物質が含まれた場合には

Ａ 鉛(含有量に関係なし)

。→鉛中毒予防規則に基づく対応が必要です

【主な実施すべき事項】

a)湿式による剥離作業の実施

b)鉛作業主任者の配置

c)有効な保護具の着用

d)6ヶ月に1回､健康診断の実施および結果記録の保管(5年間)

Ｂ クロム(含有量が重量比１％を超えて含有)
ＰＣＢ(含有量が重量比１％を超えて含有)

。→特定化学物質障害予防規則に基づく対応が必要です

【主な実施すべき事項】

a)特定化学物質作業主任者の配置

b)排気時に除じん装置を設置

c)6ヶ月に1回､健康診断の実施および結果記録の保管

(PCBは5年間､クロムは30年間)

３）その他

除去した塗膜や研削材の廃棄物にあたり 「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」、

及び「ＰＣＢ廃棄物の適正な処理の推進に関する特別措置法」等に基づき 法令に則、

。った処理が必要となります


